
   
春の日のひととき、毎日の家事の繰り返しから解放されて、ただ、美しく、夢のような世界に

身を置きたくなりました。思い立って、最も美しい歌舞伎役者と感じている坂東玉三郎の特別公

演観劇のため、新橋演舞場に足を伸ばしました。玉三郎が大好きな大勢の観客が待ちわびていま

した。私には初めての演目ばかりで、どれも目が釘付けになるようなものでした。 

今回は、大正時代から現在に至るまで人気のある画家・竹久夢二（1884－1934）の世界を表

現した舞台です。夢二の描く女は、憂いに満ちた目、長細い襟首、儚げな風情で佇む、夢のよう

な、現実離れしたような感じですが、これが日本人には「女らしい」と評価されているようです。

玉三郎は稀代の女形として長年活躍し、人間国宝ですから、女を描いた夢二の世界を存分に見せ

てくれるのではないかと思います。 

「口上」では玉三郎が昨今の世界の不穏で恐ろしい状況にちらりと言及しながらも、今はそれ

を忘れて楽しんで欲しいと述べられました。箏曲「千鳥の曲」に合わせて、舞台で着用した「打

掛」を 5枚次々と見せてくれました。いずれも豪華絢爛で重量感がありました。華と粋を凝らし

た意匠の素晴らしさ、制作者の精緻な技量に驚くばかりでした。それをスラリと着こなし、静々

と歩いて、たっぷりと見せました。 

「三曲糸の調べ」では玉三郎以外にできる人はいないのでは、と言われている「阿古屋」のよ

うに、琴、三味線、胡弓の楽器演奏となりました。いずれの曲もかなり長いものです。箏曲は生

田流での演奏でした。また、胡弓の演奏は情熱的で、それはそれは見事なものでした。 

 

「夢二慕情」は岩谷時子原案による映像で、夢二が愛した女

性たち、たまき、彦乃、お葉の三人を演じ、夢二の半生を描き

ました。しっかり者、うら若い乙女、元気な娘を演じ分けます。 

「長崎十二景」は夢二が 1920 年（大正 9）に、描いた美人

画をもとにした舞踊劇です。大浦天主堂のある長崎の郭で女

が男を待っている。一時の逢瀬を男は楽しむものの、なにか、

二人はしっくりしない。けれども、女は酒をすすめ、踊って見

せたり、サービスに務め、しばし夢見心地の幻想の世界で共に

過ごす。やがて、女が空に飛ぶ凧を眺めている時、凧の糸が切  
れた。それは別れの予感であった。やはり男は女に別れを告げて、去って行く。呆然となりなが

らも、女は夢から醒め、気持ちを変えるかのように、キリストに救いを求めます。 

 歌舞伎は伝統芸能であり、時代背景や楽曲も古く、義理人情の世界であり、「郭」などが普通

に設定されていて、嫗の私にも異空間です。まして、現代の若い人々はどのように受け止めるで

しょう。人間の心理は変わらないとは言うものの、意識は変わります。限界も感じてきました。 
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